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屯
田
兵
関
連
記
録
に
み
る
西
南
戦
争

序

屯
田
兵
制
度
と
『
西
南
戦
争
従
軍
記
録
』

①
戦
局
の
展
開

②
屯
田
兵
出
兵
と
衝
背
軍
の
編
成

松
橋
の
戦

①
別
働
第
一
旅
団
第
二
連
隊
黒
木
連
隊
長
の
報
告

②
別
働
第
一
旅
団
（
三
月
二
九
日
改
称
）
の
松
橋
進
出

③
薩
軍
松
橋
を
放
棄

戦
場
の
新
技
術

①
軍
用
電
信

②
新
兵
器
の
実
験
場

松
合
病
院
の
開
設
と
兵
姑
基
地

①
開
院
と
病
舎

②
病
舎
規
則

③
中
継
基
地

結

～
宇
城
市
周
辺
の
戦
闘
経
過
を
中
心
に
～

内
山
幹
生

現
宇
城
市
小
川
町
や
松
橋
町
な
ど
旧
五
ヵ
町
が
、
最
後
の
内
戦
と
い
わ
れ
る
西

南
戦
争
の
主
戦
場
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
市
民
の
間
で
も
意
外
に
知
ら
れ
て

い
な
い
。
植
木
方
面
や
熊
本
市
内
の
戦
闘
を
別
に
す
る
と
、
松
橋
を
中
心
と
し
た

双
方
千
人
単
位
で
の
衝
突
は
、
鹿
児
島
お
よ
び
宮
崎
県
を
含
め
て
も
西
南
戦
争
五

大
戦
場
の
一
つ
に
も
数
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
平
成
の
現
在
で
は
、
八
代
方

面
か
ら
上
陸
し
て
き
た
政
府
軍
と
、
そ
れ
を
阻
止
し
よ
う
と
熊
本
城
攻
囲
勢
力
の

一
部
を
南
下
さ
せ
た
薩
軍
が
、
松
橋
近
辺
で
、
小
競
り
合
い
を
繰
り
返
し
た
程
度

に
認
識
し
て
い
る
人
が
多
い
。

二
～
三
世
代
以
前
の
人
々
に
は
、
子
供
の
頃
に
こ
の
戦
い
を
実
見
し
た
人
も
い

れ
ば
、
実
際
に
政
府
軍
に
協
力
し
た
大
小
区
制
下
の
役
場
職
員
も
い
た
。
も
は
や

遠
い
記
憶
で
し
か
な
い
歴
史
上
の
事
件
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
昭
和
二
○
年
代

か
ら
三
○
年
代
初
頭
頃
ま
で
、
こ
う
し
た
人
々
が
確
か
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
日
本
史
上
の
大
事
件
で
も
、
時
の
経
過
と
と
も
に
忘
れ
去
ら
れ
る
の
は
仕
方

の
な
い
こ
と
だ
が
、
そ
れ
は
各
人
各
様
の
記
憶
が
、
ま
と
ま
っ
た
形
で
記
録
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
も
原
因
が
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
今
と
な
っ
て
は
、
多

少
の
伝
承
こ
そ
残
っ
て
い
て
も
、
そ
の
聞
き
書
き
を
編
纂
す
る
こ
と
自
体
が
絶
望

的
で
あ
る
。

明
治
後
期
以
来
、
陸
軍
参
謀
本
部
編
の
戦
闘
経
過
記
録
や
薩
軍
従
軍
者
の
記
録

な
ど
、
多
数
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
も
松
橋
方
面
の
戦
闘
は
、
あ
る
程

度
の
精
度
と
分
量
を
も
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
回
の
論
考
を
起
稿

す
る
に
際
し
、
拠
り
所
と
し
た
の
は
、
こ
う
し
た
従
来
の
刊
行
資
料
で
は
な
く
、

北
海
道
以
外
で
ほ
と
ん
ど
世
に
出
た
こ
と
の
な
い
北
海
道
開
拓
使
の
記
録
『
八
代

序
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①
戦
局
の
展
開

既
刊
の
諸
文
献
（
参
謀
本
部
陸
軍
部
編
『
征
西
戦
記
稿
』
な
ど
）
お
よ
び
北
海

道
屯
田
倶
楽
部
H
P
な
ど
よ
り
、
同
戦
役
に
お
け
る
屯
田
兵
団
の
動
向
お
よ
び
戦

局
の
展
開
を
時
系
列
に
ま
と
め
て
お
く
。

。
明
治
一

O
年
（
一
人
七
七
）

一
月
三

O
日
鹿
児
島
で
私
学
校
生
徒
が
決
起
し
草
牟
田
火
薬
庫
を

襲
撃
。

一
一
月
一
五
日

二
月
一
九
日

一
一
月
二
二
日

一
一
月
二
七
日

三
月
一

l
＝
二
日

三
月
一
三
日

三
月
一
四
日

三
月
一
九
日

衝
背
寧
と
永
山
盛
弘
指
揮
下
の
薩
軍
が
、
宮
原
・
鏡

近
辺
で
激
戦
。

参
軍
黒
田
清
隆
、
歩
兵
と
警
視
隊
計
五

O
O名
を
率

い
て
日
奈
久
に
上
陸
。

三
月
二
四
i
二
五
日
・
山
田
顕
義
少
将
指
揮
下
の
別
働
第
二
旅
団
、
川
路
利

良
少
将
兼
大
警
視
指
揮
下
の
別
働
第
三
旅
団
が
八
代

口
に
上
陸
。

小
川
で
激
戦
。
政
府
軍
が
勝
利
し
、
永
山
薩
軍
は
松

橋
へ
後
退
。

松
橋
陥
落
。
薩
軍
は
宇
土
へ
転
ず
。

永
山
薩
箪
は
宇
土
で
も
敗
北
し
、
緑
川
を
挟
ん
で
滞

陣。

三
月
二

0
1二
五
日

三
月
二
一
日

西
郷
隆
盛
ら
薩
摩
士
族
の
一
団
が
鹿
児
島
を
出
発
。

政
府
は
「
賊
徒
征
討
令
」
を
発
布
し
、
動
員
令
を
各

鎮
台
に
下
令
。

熊
本
鎮
台
（
熊
本
城
）
攻
撃
開
始
（
四
月
一
四
日
ま

で）。
屯
田
兵
一
小
隊
を
函
館
警
備
に
派
遣
（
実
際
は
人
員

補
充
目
的
）
。

田
原
坂
で
の
戦
闘
。

北
海
道
開
拓
使
長
官
陸
軍
中
将
黒
田
清
隆
は
征
討
参

軍
に
就
任
。

衝
背
軍
と
し
て
別
働
第
二
旅
団
（
後
に
別
働
第
一
旅

団
と
改
称
）
が
編
成
さ
れ
る
。

参
軍
に
黒
田
清
隆
、
司
令
長
官
に
高
島
鞠
之
助
、
歩

兵
四
個
大
隊
と
警
視
隊
で
合
計

兵
力
四

O
O
O名。

別
働
第
二
旅
団
の
黒
木
隊
・
高
島
隊
の
七
O
O名
が

が
八
代
口
（
日
奈
久
洲
口
）
に
上
陸
し
人
代
へ
進
撃
。

三
月
二
六
日

三
月
三
O
j一一一一日

四
月
一
日

四
月
四
日

四
月
九
日

一
方
、
薩
軍
は
こ
れ
に
応
じ
、
永
山
盛
弘
（
通
称
弥

一
郎
）
指
揮
す
る
一
隊
が
川
尻
本
営
よ
り
迎
撃
に
出

る。

ヮ“

辺
見
十
郎
太
・
別
府
晋
介
率
い
る
薩
軍
別
働
隊
は
、

人
吉
か
ら
八
代
へ
来
襲
し
政
府
軍
を
背
後
よ
り
攻
撃

す
る
が
、
有
力
な
増
援
部
隊
に
阻
ま
れ
て
撤
退
。

黒
田
清
隆
は
屯
田
兵
出
征
準
備
を
内
命
す
る
。
屯
田

事
務
局
は
、
堀
基
准
陸
軍
大
佐
を
本
部
長
に
し
て
、

第
一
大
隊
長
に
准
陸
軍
少
佐
永
山
武
四
郎
を
任
命
し
、

第
一
中
隊
（
琴
似
村
）
・
第
二
中
隊
（
山
鼻
村
）
の

合
計
六
四
五
名
で
遠
征
軍
を
編
成
し
た
。
こ
れ
に
東

京
で
募
集
し
た
夫
卒
五

O
名
が
九
州
で
追
加
さ
れ
、







将
指
揮
す
る
別
働
第
三
旅
団
が
八
代
か
ら
上
陸
し
た
。

八
代
日
奈
久
洲
口
に
上
陸
し
た
政
府
軍
、
す
な
わ
ち
熊
本
城
を
攻
め
囲
む
薩
軍

の
背
後
を
衝
く
、
黒
田
参
軍
指
揮
下
街
背
軍
の
基
本
戦
略
は
次
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
。

自
今
戦
雲
見
込
概
述
ス
ル
左
ノ
如
シ
、

一
松
橋
ヲ
以
テ
惣
軍
ノ
本
営
机
擦
ト
ス
ル
事
、

一
日
奈
久
八
代
其
他
我
軍
ノ
背
後
ニ
在
ル
諸
方
守
備
ノ
兵
ハ
、
悉
ク
之
ヲ
引
揚

ケ
松
橋
隈
ノ
庄
ノ
間
ニ

纏
メ
惣
勢
ノ
カ
ヲ
一
ニ
合
シ
宇
土
ヲ
抜
キ
、
川
尻
ヲ
攻
メ
終
ニ
熊
本
城
下
賊

ノ
本
営
ヲ
打
抜
テ
以
テ

目
的
ト
ス
ル
事
、

一
右
宇
土
ヲ
抜
ク
時
ハ
、
寄
陽
ヘ
之
海
路
連
絡
モ
閲
タ
ル
ニ
付
、
手
負
其
他
之

運
輸
物
等
ハ
惣
テ

該
所
ヨ
リ
輸
送
ス
ヘ
キ
事
、

一
現
今
八
代
ニ
在
ル
手
負
人
等
ハ
、
惣
テ
寄
陽
ヘ
可
有
国
着
シ
、
回
送
出
来
サ

ル
者
は
松
居
（
松
合
）

ニ
移
シ
可
然
事
、

右
ノ
方
略
ニ
候
得
ハ
、
後
軍
ノ
来
着
ヲ
待
タ
ス
シ
テ
可
ナ
ラ
ン
か
、
警
ヘ

我
背
後
ニ
突
入
ス
ト
モ

決
シ
テ
患
フ
ヘ
カ
ラ
ズ
、
必
一
方
面
ヲ
抜
キ
目
的
ト
ス
ル
、
賊
ノ
机
嬢
熊

本
城
下
ニ
遼
ス
レ
ハ
、

高
瀬
口
等
ノ
官
軍
ト
示
力
ヲ
合
ス
ベ
シ
、
着
シ
果
、
ン
テ
背
後
ニ
残
賊
ノ
突

出
ス
ル
ア
ラ
パ
、

之
ヲ
平
定
ス
ル
難
キ
ニ
ア
ラ
サ
ル
ベ
シ
、

衝
背
軍
各
旅
団
は
、
こ
の
戦
略
見
込
み
の
と
お
り
、
薩
軍
の
分
断
と
駆
逐
に
成

功
す
る
。
黒
田
は
、
作
戦
の
成
功
を
見
定
め
る
と
、
四
月
一
七
日
に
参
軍
辞
任
の

一
書
を
京
都
へ
打
電
し
、
四
月
二
三
日
、
征
討
参
寧
を
正
式
に
辞
任
す
る
が
、
こ

の
日
は
、
奇
し
く
も
屯
田
兵
の
一
隊
が
百
貫
港
に
上
陸
し
た
日
で
も
あ
る
。
黒
田

参
寧
指
揮
下
の
衝
背
軍
は
、
三
月
二
六
日
か
ら
三
月
末
に
か
け
て
小
川
・
松
橋
の

戦
闘
で
勝
利
し
、
一
部
は
熊
本
城
下
へ
入
り
、
能
城
軍
と
会
同
し
た
。
黒
田
は
、

征
討
参
軍
と
し
て
の
職
責
を
果
た
し
た
あ
と
、
退
任
す
る
に
あ
た
っ
て
次
の
告
諭

を
発
す
る
。

各
旅
園
懸

賊
徒
熊
城
ニ
逼
り
猫
獄
ス
ル
ノ
際
、
背
撃
各
旅
園
ノ
将
卒
険
ヲ
据
シ
テ
奮
戦

ン群
賊
ノ
囲
ヲ
掃
除
シ
、
寛
イ
ニ
能
ク
該
城
ニ
連
絡
ヲ
取
り
前
面
ノ
本
軍
ト
曾

合
シ
背
撃

ノ
目
途
ヲ
違
ス
、
則
チ
将
卒
ノ
忠
勇
謹
カ
ニ
因
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
今
要
地
ヲ
守

備
シ

分
散
ノ
賊
を
追
撃
ス
ル
等
ノ
方
署
ハ
則
チ
総
督
或
本
営
ノ
令
ヲ
倹
ツ
モ
ノ
ナ

H
ソ、

然
ラ
ハ
各
国
ノ
将
卒
休
戦
ニ
弛
マ
ス
前
捷
ニ
誇
ラ
ス
自
ヲ
守
り
テ
行
状
方
正

以
テ

軍
威
ヲ
傷
害
ス
ル
事
ナ
キ
ハ
固
ヨ
リ
確
信
ス
ル
所
ナ
リ
ト
難
尚
ホ
各
旅
園
長

於
テ
所
轄
ノ
兵
隊
え
厳
重
告
諭
可
致
置
趣
旨
相
違
候
事
、

明
治
十
年
四
月
十
六
日

征
討
参
軍
黒
田
清
隆



松
橋
の
戦
と
は
い
っ
て
も
、
明
治
一
○
年
段
階
で
の
要
衝
松
橋
を
中
心
と
し
た

戦
い
と
い
う
意
味
で
、
西
南
戦
争
関
連
史
料
を
み
る
と
、
「
松
橋
の
戦
」
な
る
文

言
は
、
政
府
軍
と
薩
軍
双
方
に
共
通
の
表
記
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
裟
婆
神
峠
や

豊
福
村
・
下
郷
村
な
ど
で
の
戦
闘
も
、
豊
川
地
区
の
旧
御
船
村
や
南
北
松
崎
村
で

の
戦
闘
も
松
橋
の
戦
い
で
括
ら
れ
て
お
り
、
現
在
の
宇
城
市
域
内
で
い
え
ば
、
三

角

四
ヵ
町
が
、
ほ
ぼ
「
松
橋
の
戦
」
の
範
囲
と
理
解
し
て
よ
い
。

①
別
働
第
一
旅
団
第
二
連
隊
黒
木
連
隊
長
の
報
告

現
在
の
宇
城
市
管
内
お
よ
び
周
辺
に
お
け
る
戦
闘
内
容
は
、
『
公
文
録
六
一

の
中
で
、
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
部
、
現
豊
川
地
区
か
ら
松
橋
地
区
で

の
戦
況
を
示
し
て
お
く
。
な
お
原
文
の
漢
字
は
旧
字
体
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
新

字
体
に
改
め
た
。

三
月
二
十
七
日
休
戦
（
※
遺
体
収
容
な
ど
戦
線
整
理
の
た
め
か
）

同
二
十
八
日
休
戦

同
二
十
九
日
休
戦

同
三
十
日
午
前
第
四
時
半
、
我
連
隊
鏡
村
発
軍
、
砂
川
ノ
哨
兵
ヲ
越
エ
テ
南

衝
背
軍
は
薩
軍
の
熊
本
城
攻
囲
を
解
い
て
鎮
台
司
令
部
と
の
連
絡
に
成
功
し
、

田
原
坂
を
通
過
し
て
き
た
本
軍
お
よ
び
篭
城
の
鎮
台
兵
力
と
合
流
し
た
が
、
各
地

に
分
散
す
る
薩
軍
を
追
討
す
る
任
務
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
命
令
が
出
る
ま
で
、

し
ば
ら
く
の
休
戦
期
間
が
あ
り
、
そ
の
間
の
軍
規
保
持
と
戦
意
の
維
持
を
通
達
し

た
の
で
あ
る
。

２
松
橋
の
戦

《
・
・

止
ム
、

豊
崎
村
ヨ
リ
海
辺
御
船
村
二
至
ル
迄
一
線
ニ
松
橋
駅
二
向
テ
進
軍
ス
、
然
ル
ー

賊
兵
等
我
軍
ノ
急
進
ヲ
催
ル
シ
ヤ
、
前
夜
御
船
村
ノ
堤
上
ニ
ア
ル
処
ノ
汐
留
ノ

水
門
ヲ
破
り
、
我
軍
進
路
ヲ
障
碍
ヲ
作
（
策
）
ス
、
是
二
由
テ
南
豊
崎
村
二
至

ル
迄
田
畑
間
ノ
諸
溝
へ
潮
流
、
潮
ノ
南
豊
崎
村
ノ
外
面
ヨ
リ
進
軍
ス
ル
ヲ
得
ス
、

依
テ
遠
撃
ス
、
時
二
松
橋
駅
筋
本
道
ノ
戦
上
烈
シ
ク
シ
テ
、
我
連
隊
ノ
内
ヨ

リ
第
二
大
隊
第
二
中
隊
ヲ
援
兵
ト
シ
テ
久
具
橋
二
出
ス
、
途
中
二
於
テ
賊
ノ
砲

撃
劇
烈
ナ
ル
ヲ
以
テ
該
隊
ハ
狙
撃
隊
二
合
シ
、
賊
ノ
拠
所
ト
ス
ル
砲
台
ノ
側
面

ヨ
リ
発
射
シ
、
重
ネ
テ
接
戦
シ
賊
五
名
打
取
り
砲
台
ヲ
乗
取
り
、
砲
一
門
二
兵

器
若
干
ヲ
得
タ
リ
、
当
夜
、
第
一
大
隊
第
一
中
隊
同
四
中
隊
第
二
大
隊
第
一
中

隊
ヲ
以
テ
本
道
二
応
援
ス
、
夜

同
三
十
一
日
、
本
道
ノ
攻
口
二
於

先
鋒
ノ
命
ヲ
蒙
リ
午
前
第
七
時
ヨ
リ
第

西南戦争当時別働第一旅団第二連隊長陸軍中佐

黒木為禎（写真は陸軍大将当時）
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一
大
隊
第
四
中
隊
ハ
第
一
連
隊
ト
合
シ
下
久
具
山
ノ
賊
ヲ
進
撃
テ
烈
戦
遂
之
ヲ

走
ラ
ス
、
第
一
大
隊
第
一
中
隊
第
二
大
隊
第
一
中
隊
ハ
午
前
第
七
時
豊
福
村
ヨ

リ
進
撃
、
隈
庄
越
エ
ノ
山
上
ニ
戦
フ
テ
賊
ヲ
追
越
、
午
後
第
三
時
松
橋
駅
ニ
至

ル
、
是
ヨ
リ
先
キ
我
連
隊
ハ
北
豊
崎
村
ヨ
リ
御
船
村
ニ
至
ル
迄
、
午
前
第
十
時

汐
ノ
干
間
ニ
乗
ジ
進
テ
、
賊
ノ
左
翼
ヲ
追
撃
ス
、
賊
敗
走
ス
、
同
第
十
一
時

三
十
分
、
惣
軍
進
テ
松
橋
駅
ヲ
乗
取
ル
、
賊
ハ
宇
土
ニ
走
ル
、
我
聯
隊
よ
り
宇

土
口
ノ
哨
兵
ニ
第
一
大
隊
第
二
中
隊
第
二
大
隊
第
二
中
隊
ヲ
配
布
ス
、

第
四
月
一
日
午
前
第
四
時
十
分
松
橋
駅
宇
土
ロ
ト
哨
兵
ヲ
賊
襲
撃
、
夜
ニ
乗

ジ
溝
畔
ヲ
思
ヒ
哨
兵
線
ニ
来
リ
直
接
戦
ス
ル
ノ
報
ア
リ
、
直
ニ
第
一
大
隊
第
四

中
隊
第
二
大
隊
第
三
中
隊
ヲ
応
援
ト
シ
テ
操
出
シ
、
直
ニ
哨
兵
増
加
ス
、
時
ニ

天
漸
ク
明
ケ
タ
リ
、
共
ニ
烈
戦
シ
テ
賊
三
十
余
名
ヲ
打
取
ル
、
賊
即
チ
隊
伍
ヲ

乱
シ
走
ラ
ス
、
我
軍
其
機
ニ
乗
シ
気
ヲ
発
シ
テ
追
撃
ス
、
賊
食
走
ル
、
追
テ
宇

土
駅
ヲ
取
ル
、

賊
ハ
緑
川
或
ハ
三
十
町
村
ニ
向
テ
敗
散
逃
走
ス
、
依
テ
哨
兵
ヲ
右
翼
ハ
緑
川

太
郎
兵
衛
渡
シ
ノ
南
堤
ヨ
リ
、
左
翼
ハ
住
吉
ノ
海
浜
ニ
至
ル
迄
配
布
ス
、
右
三

日
間
ノ
戦
争
井
死
傷
人
名
ハ
別
紙
ノ
遇
、
尚
詳
細
ハ
追
テ
取
調
可
及
上
申
不
取

敢
此
段
御
届
申
候
也
、

明
治
十
年
四
月
六
日
陸
軍
中
佐
黒
木
為
禎

陸
軍
少
将
高
嶋
鞠
之
助
殿

報
告
者
黒
木
為
槙
（
た
め
も
と
）
中
佐
は
、
別
働
第
一
旅
団
第
二
連
隊
長
で
あ

る
。
こ
の
報
告
に
よ
る
と
、
黒
木
連
隊
は
三
月
三

O
日
の
払
暁
、
鏡
村
を
出
発
し
、

砂
川
の
哨
兵
線
を
越
え
て
南
豊
崎
村
か
ら
海
辺
を
北
上
し
、
御
船
村
ま
で
一
列
縦

隊
と
な
っ
て
松
橋
駅
を
目
指
し
た
。
「
松
橋
駅
」
と
は
、
松
橋
宿
場
ほ
ど
の
意
味

で
、
旧
藩
時
代
の
「
厩
」
守
つ
ま
や
）
が
あ
っ
た
場
所
を
さ
す
。
小
川
宿
と
宇
土

・
宿
の
中
間
に
あ
っ
て
半
宿
を
形
成
し
、
人
馬
継
ぎ
ほ
か
物
流
や
宿
泊
拠
点
の
あ
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
の
松
橋
駅
通
り
と
直
近
の
高
良
界
隈
に
比
定
で
き
る
。

南
西
部
を
固
め
て
い
た
薩
寧
分
遣
隊
で
は
、
衝
背
軍
の
急
進
を
警
戒
し
て
、
前
夜

御
船
村
の
潮
除
け
堤
防
に
設
置
さ
れ
て
い
る
水
門
を
破
壊
し
、
干
拓
地
に
導
水
し

て
進
路
妨
害
を
画
策
し
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
御
船
村
か
ら
南
豊
崎
村
に
至
る
ま
で
、
田
畑
の
通
水
路
よ
り
海
水

が
溢
れ
、
南
豊
崎
村
外
縁
を
通
っ
て
進
軍
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
や
む
な
く
遠
方

か
ら
の
射
撃
を
開
始
す
る
。
松
橋
の
本
道
筋
で
も
激
し
い
戦
闘
が
始
ま
っ
て
お
り
、

黒
木
は
、
指
揮
下
の
第
二
連
隊
よ
り
第
二
大
隊
第
二
中
隊
を
増
援
と
し
て
久
具
橋

へ
派
遣
し
た
が
、
途
中
大
野
台
地
の
薩
軍
砲
台
よ
り
四
斤
山
砲
の
連
射
に
あ
う
。

こ
の
砲
台
を
沈
黙
さ
せ
る
た
め
、
同
連
隊
の
狙
撃
隊
と
合
流
し
、
砲
台
の
側
面
か

ら
攻
撃
し
て
接
戦
の
末
こ
れ
を
確
保
し
、
砲
一
門
と
兵
器
若
干
を
得
た
が
、
戦
闘

は
夜
に
な
っ
て
止
ん
だ
。

翌
三
一
日
、
本
道
の
攻
め
口
に
お
い
て
、
午
前
七
時
よ
り
第
二
連
隊
第
一
大
隊

第
四
中
隊
は
、
茨
木
惟
昭
中
佐
指
揮
す
る
第
一
連
隊
と
合
流
し
、
久
具
台
地
の
薩

軍
を
攻
撃
し
こ
れ
を
潰
走
さ
せ
た
。
第
一
お
よ
び
第
二
大
隊
の
各
々
第
一
中
隊
は
、

午
前
七
時
に
豊
福
村
を
出
発
し
て
隈
ノ
庄
方
面
へ
迂
回
し
、
午
後
三
時
に
は
松
橋

駅
に
到
着
す
る
。
こ
れ
よ
り
先
、
第
二
連
隊
主
力
は
、
北
豊
崎
村
か
ら
御
船
村
へ

進
み
、
午
前
一

O
時
か
ら
の
干
潮
に
乗
じ
て
干
潟
か
ら
上
陸
し
、
薩
寧
の
左
翼
を

襲
い
、
こ
れ
を
宇
土
方
面
へ
追
い
込
む
。

四
月
一
日
の
午
前
四
時
一

O
分
、
松
橋
駅
と
宇
土
口
に
配
置
し
て
い
た
歩
哨
の

一
隊
が
襲
撃
を
受
け
る
。
第
一
大
隊
と
第
二
大
隊
か
ら
応
援
を
繰
り
出
し
、
応
戦

し
た
と
こ
ろ
で
夜
が
明
け
、
激
戦
を
制
し
て
薩
兵
三

O
余
名
を
討
ち
取
り
、
そ
の

ま
ま
宇
土
を
制
圧
し
た
。
薩
軍
部
隊
は
、
緑
川
方
向
と
三
十
町
村
方
向
に
分
か
れ

。。

















初焼粉蓄戦は るが艦 的連敵とる形くを密ち場ぴた
は夷をさ園、変と密船で続につ。が、継集、で一広干
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抜てらでら国とそ状に。て機し J たたこ形に。地平主
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が器か、でとはな

に に現諸ぃ、戦
結 使 当 用藩ゎロ果
局えたのでれケだ
、なる兵「、ツ期
花いと器 備 日 ト 待
火こ大と蓄本砲で
のと音し」でもき
親も響て さ は 用 な
玉 なをはれーい v

だい発疑合石ら
と 。し 問 火れ
いこ大符あ午て
うれきがくこい
こをな付ま（る
と撃火くで火
がたの。も箭こ
分れ玉盛武）の
かると大器と兵
っと化な庫い器
て、す火にい自
、最。の備、体 ミトライユース機関砲（ドレスデン市ドイツ陸軍博物館）

二
回
目
か
ら
は
相
手
に
通
じ
な
く
な
る
。

西
南
戦
争
当
時
の
ロ
ケ
ッ
ト
砲
は
ア
メ
リ
カ
製
で
、
花
火
の
範
鳴
を
は
る
か
に

超
え
て
い
た
。
金
属
製
の
躯
体
に
熔
薬
を
詰
め
た
簡
単
な
構
造
で
、
主
と
し
て
艦

船
で
信
号
用
に
用
い
ら
れ
、
自
噴
式
焼
夷
弾
を
発
射
し
た
。
政
府
軍
は
、
艦
載
さ

れ
て
い
た
も
の
を
取
り
外
し
、
陸
戦
に
使
用
で
き
る
よ
う
改
造
し
て
一
隊
を
編
成

し
た
の
で
あ
る
。
屯
田
兵
関
連
史
料
で
は
、
五
月
二
六
日
、
人
士
ロ
ダ
ン
ゴ
イ
山
か

ら
薩
寧
の
潜
む
山
田
郷
へ
ロ
ケ
ッ
ト
を
発
射
し
た
と
の
記
述
が
あ
る
。
命
中
す
れ

ば
小
口
径
大
砲
な
み
の
破
壊
カ
を
示
す
が
、
方
向
制
御
に
難
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

そ
れ
で
も
、
小
型
軽
量
の
山
砲
と
は
い
え
、
二

O
O同
前
後
の
重
量
が
あ
り
、
山

岳
戦
の
運
用
に
は
相
当
の
苦
労
が
あ
っ
た
。
一
方
、
ロ
ケ
ッ
ト
砲
は
、
軽
量
簡
便

な
発
射
用
具
で
、
ロ
ケ
ッ
ト
弾
体
も
軽
量
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
結
構
利
用
価
値

が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

n
h
v
 

明
治
一

O
年
当
時
、
北
海
道
開
拓
使
に
は
、
五
門
の
ガ
ト
リ
ン
グ
機
関
砲
が

あ
っ
た
。
う
ち
四
門
は
、
明
治
七
年
に
ア
メ
リ
カ
よ
り
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
ガ
ト
リ
ン
グ
と
は
別
途
に
、
同
じ
く
開
拓
使
所
属
の
ミ
ト
ラ
イ
ユ
！
ス
機
関

砲
と
ロ
ケ
ッ
ト
砲
を
熊
本
鎮
台
の
歩
兵
第
十
三
連
隊
第
一
大
隊
へ
付
属
さ
せ
た
。

熊
本
鎮
聾
歩
兵
第
十
三
聯
隊
第
一
大
隊

附
属

開
拓
使
附
属
カ
ッ
ト
リ
ン
グ
ミ
タ
ラ
イ
ス
ロ
ケ
ッ
ト
砲
一
隊

第
二
旅
圏
砲
兵
第
一
大
隊
第
一
小
隊
右
分
隊

分
派

第
三
旅
圏
砲
兵
遊
撃
第
一
小
隊
右
分
隊

今
般
他
旅
圏
よ
り
曽
旅
園
ヘ
附
属
或
ハ
分
派
相
成
候
歩

砲
隊
前
書
之
通
ニ
候
問
此
段
御
届
申
候
也
、
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